
事
実
は
、
姜
信
抗
「
神
農
と
韓
国
姜
姓
の
系
譜
」
に
は
、
韓
国
の
姜
氏

の
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
事
実
は
、
姜
云
培
氏
の
「
発
刊

に
あ
た
っ
て
」
に
述
べ
ら
れ
た
氏
自
身
の
運
命
で
あ
る
。
氏
を
は
じ
め

と
す
る
在
日
の
韓
国
人
の
人
々
を
も
て
あ
そ
ん
だ
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
変

動
は
、
数
奇
な
現
在
を
生
み
出
し
て
い
る
。
氏
族
を
思
う
心
と
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
も
と
め
て
、
こ
の
本
の
出
版
費
用
を
出
資
さ

れ
た
姜
云
培
氏
の
思
い
こ
そ
胸
を
あ
つ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
韓

国
済
州
道
の
晋
流
祠
廟
庭
に
炎
帝
神
農
淵
源
記
碑
「
姜
氏
淵
源
記
」
を

建
立
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
集
に
論
文
を
寄
せ
ら
れ
た
研
究
者
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
ば
か
り
で
あ
る
。
杉
原
た
く
哉
「
神
農
像

の
成
立
と
展
開
」
、
小
曽
戸
洋
「
神
農
と
医
薬
」
、
崔
來
沃
「
韓
国
の
農

神
信
仰
の
研
究
」
は
神
農
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
答
え
る
好
論
文
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

神
農
は
い
ま
な
お
中
国
朝
鮮
韓
国
日
本
台
湾
な
ど
で
信
仰
さ
れ
て
い

る
。
村
山
吉
廣
「
日
本
に
お
け
る
神
農
崇
拝
」
、
内
山
知
也
「
台
湾
に
お

け
る
神
農
崇
拝
」
、
加
藤
道
理
「
湯
島
聖
堂
の
神
農
像
と
祭
祀
」
に
は
人
々

に
崇
拝
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
神
農
の
信
仰
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
医
薬
と
神
農
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
と
、
小
曽
戸

論
文
が
そ
の
事
情
に
詳
し
い
。
こ
の
論
文
は
二
つ
の
章
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
弓
神
農
本
草
経
』
の
世
界
」
と
「
医
薬
文
献
に
見
る
神
農
賞

賛
の
歴
史
」
で
あ
る
。
「
『
神
農
本
草
経
』
の
世
界
」
は
現
在
の
「
神
農

本
草
経
」
の
研
究
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
『
神
農

本
草
経
」
を
文
献
と
し
て
取
り
扱
う
た
め
に
は
ま
ず
必
見
の
も
の
で
あ

寺
師
睦
宗
氏
は
い
ま
さ
ら
御
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
大
塚
敬
節
氏

の
門
人
で
、
か
っ
て
日
本
東
洋
医
学
会
の
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
現
在
、

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
漢
方
界

の
重
鎮
で
あ
る
。
臨
床
家
と
し
て
は
と
く
に
不
妊
症
の
治
療
に
卓
抜
し

た
実
績
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
医
学
史
に
も
造
詣
が
深
く
、
と
り
わ

け
江
戸
時
代
の
漢
方
家
、
た
と
え
ば
永
富
独
哺
庵
・
内
藤
希
哲
・
喜
多

ろ
う
。
「
医
薬
文
献
に
見
る
神
農
賞
賛
の
歴
史
」
は
、
小
曽
戸
氏
が
近
年

一
番
注
目
し
て
い
る
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
室
町
末
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
続
く
神
農
像
の
変
遷
は
、

当
時
の
医
家
が
ど
れ
ほ
ど
ま
で
神
農
を
尊
敬
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
杉
原
論
文
と
と
も
に
興
味
あ
る
内
容
で
あ
る
。

神
農
は
福
建
や
台
湾
で
は
、
お
米
屋
、
農
民
、
薬
種
商
の
神
様
で
あ

る
と
い
う
。
日
本
で
は
、
香
具
師
や
や
く
ざ
の
神
様
で
も
あ
る
ら
し
い
。

ま
た
近
年
の
中
国
で
の
信
仰
の
状
態
な
ど
は
、
こ
の
本
で
は
伺
え
な
い
。

朝
鮮
半
島
に
お
る
神
農
は
、
職
業
神
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
神
農
へ
の
興
味
は
ま
だ
ま
だ
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
本
が

そ
の
一
里
塚
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

（
猯
飼
祥
夫
）

〔
斯
文
会
発
行
・
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
’
四
’
二
五
、
電
話
○
三
’
三

二
五
一
’
四
六
○
六
、
平
成
七
年
発
行
、
Ｂ
五
判
、
四
六
五
頁
、
頒
価

一
○
、
○
○
○
円
〕

寺
師
睦
宗
著
『
漢
方
を
築
い
た
先
哲
」
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村
直
寛
・
山
田
業
広
な
ど
の
学
医
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
顕
彰
に
つ
と

め
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
は
書
題
の
示
す
と
お
り
、
そ
う
い
っ
た
漢
方
先

哲
の
伝
と
業
績
を
一
冊
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
収
録
さ
れ
る
人
物
は
次
の
一
○
名
で
あ
る
。

①
日
本
医
学
中
興
の
祖
Ｉ
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
～
一
五
九
四
）

②
医
学
革
命
の
医
傑
ｌ
吉
益
東
洞
（
一
七
○
二
～
一
七
七
三
）
③
忠

誠
の
名
医
Ｉ
和
田
東
郭
（
一
七
四
三
～
一
八
○
三
）
④
若
き
天
才
医

学
者
ｌ
ｌ
内
藤
希
哲
（
一
七
○
一
～
一
七
三
五
）
⑤
若
き
情
熱
の
国
手

Ｉ
永
富
独
哺
庵
（
一
七
三
二
～
一
七
六
六
）
⑥
考
証
学
者
の
泰
斗
１

１
豈
再
多
村
直
寛
（
一
八
○
四
～
一
八
七
六
）
⑦
考
証
学
者
の
名
医
Ｉ

山
田
椿
庭
二
八
○
八
～
一
八
八
一
）
⑧
漢
方
存
続
運
動
に
生
涯
を
か

け
た
ｌ
浅
井
国
幹
（
一
八
四
八
～
一
九
○
二
）
⑨
漢
方
復
興
の
火
を

灯
す
Ｉ
和
田
啓
十
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
一
六
）
⑩
近
代
漢
方
医
学

中
興
の
鼻
祖
ｌ
湯
本
求
真
（
一
八
七
六
～
一
九
四
一
）

寺
師
氏
の
文
章
は
つ
ね
に
歯
切
れ
が
よ
く
、
す
こ
ぶ
る
明
快
で
あ
る
。

読
み
始
め
る
と
一
気
に
最
後
ま
で
読
ま
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ほ
ど

寺
師
氏
の
文
章
は
魅
力
的
で
あ
る
。
余
計
な
こ
と
が
く
ど
く
ど
書
か
れ

て
い
な
い
か
ら
、
要
点
が
す
っ
と
頭
の
中
に
入
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
け

ら
れ
た
副
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
章
に
お
け
る
小
見
出
し
の
文
句

も
き
わ
め
て
要
領
を
得
て
い
て
、
一
瞬
に
し
て
読
者
に
言
わ
ん
と
す
る

本
書
を
明
快
に
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
豊
富
な
図
版
の
挿

入
で
あ
る
。
資
料
性
の
高
い
一
級
の
図
版
は
そ
れ
だ
け
で
も
価
値
が
あ

つ
（
》
○

こ
と
を
悟
ら
し
め
る
。

付
録
が
二
種
つ
い
て
い
る
。
一
つ
は
他
言
に
対
す
る
著
者
の
読
後
評

で
、
四
篇
が
収
め
ら
れ
る
。
い
ま
一
つ
は
著
者
の
か
っ
て
の
自
著
に
対

す
る
他
者
の
書
評
で
、
一
七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
著
述
を
な
し
、
世
間
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て

き
た
か
が
一
目
で
わ
か
り
、
参
考
に
な
る
。

先
哲
漢
方
医
家
の
簡
明
か
つ
含
蓄
に
富
む
伝
記
集
と
し
て
、
漢
方
界

以
外
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
小
曽
戸
洋
）

〔
泰
晋
堂
。
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
’
三
’
二
三
、
麹
町
一
丁
目
三
番
地

ピ
ル
四
階
四
○
二
号
、
電
話
○
三
’
三
二
八
八
’
○
一
八
○
、
一
九
九
五

年
五
月
一
日
発
行
、
Ａ
６
判
、
二
○
八
頁
、
定
価
七
○
○
円
〕
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